
1 

 

 

 

 

（ 
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月とはいえ、日中の温度は悠々30 度を超える暑い日がまだ続きそうな天候です。 

去る 8月の月例会に長らくご出席のなかった会員の方が久しぶりにお見えになりました。 

よくご出席されていた当時のことを思い出し「ご家族の皆様お元気かなー」と気にかかってい

た方だけにとても嬉しく思いました。 

 また、香川県精神保健福祉センター水永センター長様、香川県議会・高松市議会から４名の

議員様のご出席をいただきました。 

創設以来 20 余年を経た今、KHJ は本部も全国各地の支部も創設時の目的と合わせ今後の進

むべき方向性を考え確認し合わなければならない時代に当面している感をもちます。 

例を上げれば、KHJ の K は家族、家族に当事者を含むかどうかについては「含む」という見

解を完全否定する方がもしおられてもそれは極少数ではないでしょうか。 

 とはいえ、どんな変化が生じても月例会に久しぶりに会員が出席されたら、素直に親同士が

再会を喜び合い、互いに長い間悩んできた課題の現状を語り・知らせ合い、喜び合い、慰め合

い、祝福し合える、そのような家族会であり続けていきたいと思わされます。 

 

●月例会の報告 

 

予定通り以下の講演会を行いました。 

 

演 題  「香川県ひきこもり地域支援センター ・アンダンテの取組みについて」 

    講 師  藤 田 美 絵 氏 （香川県精神保健福祉センター ひきこもり地域支援センター担当） 

講演終了後に、藤田さんのご指導でワークシート「価値交流学習」を使い、多様な価値観の違
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いを 4 グループに分かれグル－プワークが行われとても盛り上がりがありました。 

 

（ イ 権威 ・ ロ 健康 ・ ハ 学歴 ・ ニ 愛情 ・ ホ 名誉 ・ へ 金銭 ・ ト 誠実 ） 

 

 A グループ（3 人）： 順位（①ニ ・②ロ ・③ト ・④へ ・⑤イ ・⑥ハ ・⑦ホ） 殆ど個人差がなかった。 1

位が愛情、学歴は 6 位だった。 

 

 B グループ（3 人）： 順位（①ロ ・②ニ ・③へ ・④ト ・⑤ハ ・⑥イ ・⑦ホ） 殆ど個人差がなかった。1 位

が健康、3 位が金銭だった。50 代、60 代、70 代の年齢差の考えは、受容できる範囲で合

意ができた。 

 

 C グループ（4 人）： 順位（グループでの合意順位は時間の関係で話し合えなかったが、各項目の個人差

が 1 から 2 で少なかった。）健康、愛情、誠実に関しては、考えの違いが発言された。 

 

 D グループ（3 人）： 順位（１位が健康、2 位が誠実であった。各項目について発言があった。）特に健康

の大切さについて話し合われた。 

 

●以下に、当日の参加者の感想の一部をご紹介します。 

 ・「ポコ・ア・ポコ」の参加者や相談員の相性もあると思い 

ますが、元気になられた方のお話がお聞きできよかった。 

   ・令和 5年度相談等実績（延）数で、来所・訪問相談の 513 件が多いのか少ないのか分

からないが、そのうち、社会参加しても長続きしない場合の具体的な支援方法等もお

聞きしたかった。 

   ・社会資源の提示も最初から一方的に言わない。時期を決めて選択してあげる事が大事。 

   ・「アンダンテ」が行っている、親のグループワークと当事者集団活動「ポコ・ア・ポ

コ」に親子がともに参加することにより、当事者の回復が得られ易いという意味の発

言が印象に残った。 

 ・先ず、家族が支援機関とつながっていることがとても大切だということを、改めて思 

わされました。 

 ・家族支援だけで、ひきこもりの方が社会復帰につながった具体的ケース、また、どん 

な支援をされたかをお聞きしたいと思いました。 

 ・グル－プワーク「価値交流学習」で、親の世代とひきこもり世代との価値観は違うと 

思いますが、それに関してのいろいろなご意見を聴くことができて良かった。 

 ・グル－プワーク「価値交流学習」がとても私にはよかった。様々な考え方を知ったり 

話しをする中で、思いを共有するプロセスがとても参考になりました 

 

ニュース 今回の講演会には、本年 4 月に香川県精神保健福祉センター所長にご就任さ
れた水永 淳 センター長、香川県議会議員の都築信行様、同 富野和憲様、
高松市議会議員の春田敬司様、同 辻 正彦様のご出席をいただき会として大
変嬉しく思いました。 
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   当日、水永センター長にご紹介いただいた関連行事を以下に記載しますのでご出
席をお勧めします。 

行事名：第 53 回香川県精神保健福祉大会 

日時：令和 6 年 10 月 15 日（火）13：00 ～ 16：00（基調講演・公演の全時間） 

        

場所：ハイスタッフホール（観音寺市民会館）小ホール 

       観音寺市観音寺町甲 1186-2 Tel:0875－23―3939 

基調講演：山根俊恵教授（山口大学大学院 医学系研究科 保健学専攻） 

演題「話を聴いて終わらない ひきこもり支援」   

参加ご希望の方は電話または FAX で以下に申し込みください。 

 香川県健康福祉部障害福祉課 ・ 香川県精神保健福祉協会 

      TEL:087－832－3294 FAX：087－806－0240 

 

 

                   

 

 

・会からの諸報告の後 

    元ひきこもり当事者で、現在はご自分の経験を基に各地でご講演や著書のご出版もなされてい
る岡本圭太 さんの ご講演を映像で視聴しました。 

 

演題  「ひきこもり」 からの生きなおし 

～社会と離れてもう一度つながるまで～ 

  *上記の行事は「香川県ひきこもり地域支援センター」がひきこもり当事者とその家
族・支援者・ひきこもりに関心のある方々を対象に企画していただいたものですが
その恩恵に預からせていただきました。 

●当日の参加者のご感想の一部をご紹介します。 

「ひきこもり時給 2000 円」という標題から、ひきこもりから回復した当事者が、時 
給 2000 円の仕事に就いた話かと思っていた。ところが講演を聞くと、ひきこもって
いるときは”時給 2000 円いや 5000 円の仕事をするに相当するしんどさだった”とい
う意味だった。 

参加者の一人は、子供さんに聞いてみたら、やはりひきこもっているときは”3000
円から 5000 円”のしんどさだったといわれたそうだ。 

 もう一人は岡本さんのケースはひきこもりではなく、挫折であると。３年間は短す
ぎると動画を見終わった後、開口一番にいわれた。 

 参加者の感想を聞いて、ひきこもる当事者のしんどさ、共に生活する家族の思いも
百人百様だと思った。 

     

  

 

9 月 22 日 
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日  時 2024 年 10 月 27 日（日）13：30～16：30（受付：13:00～） 

場  所 

かがわ総合リハビリテーションセンター 「福祉センター 」 
２階 第 1・第 2 研修室

〒761-8057 高松市田村町 1114 番地 Ｔel：087-867-7686 

内  容 

☆第一部 

13：30〜会からの諸報告はじめ 

13：45〜 15:00     

   KHJ 本部が行う「ひきこもりにかかわるすべての 

皆さんと共に学ぶ研修会」より 

- 「社会モデル」 としてのひきこもり支援 - 

 

演 題   「 医療モデルから社会モデルへの理解 」 

 

講 師  白梅学園大学名誉教授 

               長 谷 川 俊 雄 氏 

              （オンライン方式で実施） 

☆第二部    「グループ話し合い」を行います。 

（ 例会終了解散予定時刻：16：30 ） 

 

  

 

  

 

日  時 2024 年 11 月 17 日（日）13：30～16：30（受付：13:00～） 

場  所 

かがわ総合リハビリテーションセンター 「福祉センター 」 
２階 第 1・第 2 研修室 

〒761-8057 高松市田村町 1114 番地 Ｔel：087-867-7686 

第 264 回月例会ご案内 

第 265 回月例会ご案内 
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内  容 

☆第一部 

13：30〜会からの諸報告はじめ 

13：45〜 15:00     

   KHJ 本部が行う「ひきこもりにかかわるすべての 

皆さんと共に学ぶ研修会」より 

 

演 題 「 ソーシャルワーク的な観点からの支援アプローチ」 

 

講 師 KHJ ひきこもり家族会連合会本部ソーシャルワーカー 

               深 谷 守 貞 氏 

              （オンライン方式で実施） 

☆第二部    「グループ話し合い」を行います。 

（ 例会終了解散予定時刻：16：30 ） 

会場手配の関係で 11 月は 17 日（第３日曜日になります） 

 

 KHJ 香川県オリーブの会 女子会&家族会 in 三豊   

 開催（月例）日時：2025 年 1 月 10 日（金）時間 13：30 ～ 15：30 

 場所：三豊市たかせ人権福祉センター （高瀬町） 場所の案内のみ（0875）72－2501  

  〒767－0011 三豊市高瀬町下勝間 430－1 

  （三豊市役所庁舎とは国道 11 号線 7 を挟んで 

反対方向にあります。） 

 

報 告 

 

【諸会等の予定】 

 （相談窓口・当事者のための居場所） 

内    容 月 日 曜 時  間 担 当 

ひきこもり相談窓口 

（来所相談も可）※先ずは☎ 087-

802-2567 をお待ちしています 

－第１・３土曜日に行います  － 

10
5 

19 
土 10：00～13：00 平野ほか 

11
2 

16 
土 10：00～13：00 平野ほか 

ひきこもり当事者のための居場所 

※連絡先：☎ 087-802-2567 

－ 第１・３土曜日に行います － 

10
5 

19 
土 13：30～16：30 

サポーター登録

者・平野 

11
2 

16 
土 13：30～16：30 

サポーター登録

者・平野 

●初めて参加される方は、（☎ 087-802-2568）オリーブの会までお電話ください。 

   （注意）2024 年 4 月以降、ひきこもり相談窓口、ひきこもり当事者のための居場所 
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ともに第 1・第 3 土曜日、時間帯が一部変更となりましたのでご注意ください。 

   （従来の「傾聴サロン」は「ひきこもり当事者のための居場所」に名称変更しました。） 

 

（運営委員会等）                                 *基準開催日：第３土曜日 
内   容 月 日 曜 時  間 摘 要 

第 7 回運営委員会 10 19 土 13：30～16：30  

第 8 回運営委員会 11 16 土 13：30～16：30  

第 9 回運営委員会 12 14 土 13：30～16：30 第二土曜 

第 10 回運営委員会 1 18 土 13：30～16：30  

第 11 回運営委員会 2 15 土 13：30～16：30  

  ＊ポパイの会（居場所活動）予定は、同封の「オリーブの会イベント通信」をご覧ください。 
 お知らせ 「オリーブの会イベント通信」を発行しています。「こんなことがしたい。行きた 

い。」などご提案をお願いします。 
 
 

今後の予定 

 

実  施  日  等      （開催時刻は 14：00 共通） 

月 日 曜日 プログラム 開 催 場 所 

１０/５ 土 ヨガ リハセン第 1 会議室 

１１/26 火 G カウンセリング 仏生山交流センター 

１２/７ 土 ヨガ リハセン第 2 研修室 

１/10 金 G カウンセリング たかせ人権福祉センター 

２/１ 土 ヨガ 仏生山交流センター 

３/25 金 G カウンセリング 仏生山交流センター 

４/５ 土 ヨガ リハセン第 2 研修室 

 

 

〇「ひきこもり支援対策基本法」制定を求める地方議会の 

「意見書」採択決議について 

 

  ご承知の通り、全国の KHJ 各支部は KHJ 全国連合の総会の決議に応え「ひきこも

り支援対策基本法」の制定実現に向け力を合わせて取組んでいますが、その一環で

国会議員よりなる「ひきこもり支援議員連盟」から求められているのは、各都道府

県・市はじめの地方議会の「同基本法制定」を求める「意見書」の採択であります。 

   

  当会も、全国の各支部と足並みを揃え県議会・各市議会への「意見書」の採択に

向け取組してきましたが本年 9 月議会で丸亀市、観音寺市、三豊市の各議会で議決

をいただくことができました。残る県内各議会に対して今後も採択が得られるよう
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に活動を継続していきます。 

  （参考）情報が得られた県外の同「意見書」の採択決議地方議会 

          県議会：愛知県、三重県、愛媛県の３県  

市議会：名古屋市、広島市、浜松市、山口市、呉市の５市 

 

 

 

 

 

〇 皆様の年度会費の納入時期が少しずつ早くなり、再度のご請求が必要な方はほぼい

なくなりました。9 月末までに支払いできていない方は会計担当者の事務のご負担

を減らす意味からも早期支払いをお願いします。 

 

年会費の納入についてのお願い ＊＊送金の仕方の説明は切り取りして保存をお願いします。   

◎ 下記の方法で新年度（2024 年度）の会費 5,000 円のお支払いをお願いします。 

（できれば「ご寄付」も合せてお願いします。）  

○ 年会費・寄付金の送金方法 と 振込先口座等 

  送金方法 

・ゆうちょ銀行（郵便局）窓口に備付の「電信払込請求書・電信振替請求書」により下記 

の口座に送金する方法 ① か、他の銀行からの送金方法 ② いずれか  

【送金（振込）先の口座番号】 

  【方法①、②により振込先口座番号が異なります】 

 

①  ゆうちょ銀行で現金またはご自分のゆうちょ銀行口座から振込する場合 

      記号 16300  番号 18531751 

       ケイエイチジェイカガワケンオリーブノカイ  ： ①、②とも同じ 

②  他の金融機関より送金する場合 

      ゆうちょ銀行 店名六三八（ろくさんはち） 

      【店番】６３８ 【預金種目】普通預金 【口座番号】1853175 

                                                        

                                 以 上  

 

年会費納入のお願い 


